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科目名 
国際助産活動論 

（International Midwifery Activities） 
科目コード S115 

単位数 １単位 選択区分 選 択 時間数 15時間 

区 分 助産学実践領域 履修時期 前 期 関連DP 助①②③ 

担当教員 中越 利佳、内藤 真帆、井上 明子 

授業概要 
世界各国の母子保健の現状や課題、出産・育児の文化、各国の助産師活動、日本の助産師による国際

的な活動について教授する。 

授業目標 
諸外国の文化や生活環境を知り、それぞれの国における母子保健および助産活動を理解し、グローバ

ル社会に生きる助産師の役割を説明することができる。 

授業計画 

回 項目 内容 担当者 

１ 国際社会と母子保健 

我が国の国際化と母子保健の現状と課題 

開発途上国の母子保健の現状 

妊産婦の健康に関する世界の潮流と戦略 

在日・来日外国人の母子保健と助産援助 

中越利佳 

２ 異文化を容認する 
ヴァヌアツ共和国の調査からみた 

異文化理解と尊重 
内藤真帆 

３ 海外で活躍する日本人の助産活動 ハワイ在住の日本人助産師の活動 井上明子 

4 
世界の中のリプロダクティブヘルス

／ライツとジェンダー 

国際的に合意されたリプロダクティブヘルスに関

する目標と進捗 

リプロダクティブライツとジェンダーの関連性 

中越利佳 

５ 
世界の出産と文化 

貧困と出産 

世界の出産と文化（文献購読） 

貧困と出産（ＤＶＤ視聴） 

妊娠・出産・子育てをめぐる文化的・社会的・民

族的背景についてディスカッション 

中越利佳 

６ 異文化尊重と融合 
異文化を受け入れ、異文化の人との融合を図るた

めのシミュレーション体験（クロスロードゲーム） 

中越利佳 

７～８ 在日外国人妊婦の助産援助 

在日外国人妊婦の情報収集と効果的コミュニケー

ションの取り方についての課題発表 

グループプレゼンテーションとディスカッション 

成 績 評 価 方 法 
レスポンスカードの記載内容（40％）、プレゼンテーション内容の完成度（60％）によっ

て評価する。 

教科書 なし 

参考図書等 

松岡悦子・小浜正子「世界の出産」（勉誠出版） 

ユニセフ「世界子ども白書」http://www.unicef.or.jp/library_sry.html  

プルミエール-私たちの出産（DVD） 

徳永瑞子、内海博文  国際看護学 （クオリティケア） 

その他、講義時に適宜紹介する 

授業時間外の 

学習について 
グループ課題は授業時間外で行う。 

関連科目 101 助産学概論、112 ウイメンズヘルスケア 

備  考 
講義開始までにプルミエール（助産実習準備室より貸出可）を視聴しておくこと。 

ユニセフの WEB から世界子ども白書（2017）を各自入手しておくこと。 

 
 


